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 論文内容の要旨
 本研究の目的
 本研究の目的は、 ナイ ジェリアのイ ボ社会において 「エゼ」 や 「チー フ」 と呼ばれている権威者たちの
 歴史的変遷と現在を、 イモ州エジニヒテ地方行政区の事例をもとに記述し、 「チーフ」や「伝統的権威」
 を地方管 理のエー ジェ ントと して用いた植民地/国家政策が非集権 的社会に与えた影響とそれに対する
 人々 の対応を考察することである。
 イボ人はハウサ人とヨルバ人とともにナイ ジェリアの三大民族に位置づけられている。 これまで多
 くの研究者が植民地化以前のイ ボ社会を非集権的で「民主主義的」 な社会と して論 じてきた。 しか し今
 日我々がイ ボ社会で目にするのはこの言説に真っ向から対立するかのような現象である。 複数の村が集
 まった地縁集団 ごと に 「エゼ」 や 「チーフ」 と呼ばれる 人々 がいるのである。 現在 「イ ボラン ド」 と呼 ばれ
 る土地は、 植民地化以前は多種多様な特徴を持つ地縁集団の集まりにすぎなかった。 それらの地縁集団
 の多くはいくつかの集落が緩やかに結びついてできた非集権的な社会であったが、 一部の地域には集権
 的な政治システムを持つ集団もあった。 「エゼ」 とはイ ボラン ドの一部に見られたこれらの集権的な社
 会の権威者を指す呼称の一つであ り、英語では 「キン グ」 や「トラディ ッショナル・ルーラー」 と訳される。
 しか し現在ではもともと 集権的な 政治システムを持っていなかった集団にもお しなべて 「エ ゼ」 や 「チー
 フ」 と呼ばれる 地位 が存在する。
 今日の 「エゼ」 の地位は 20 世紀に国家権力によって創られた地位である。 直接の契機は 1970 年代後半
 に軍事政府が施行 した 「チーフの地位と関わる規則」 (ChieRaincy Edict) と呼ばれる法規であるが、 その
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 おおもとを辿れば大英帝国が20世紀初頭に導入した植民地政策に行き当たる。 この政策は植民地政府
 が 「チー フ」 と見な した 人物に対 して地方行政と関わる多大な権限を与えたもの で、 イ ボ社会の非集権的
 な特徴を無視 した政策と して後に多くの批判がなされた。 研究の現状においても、 現在のエゼ制度に言
 及したものは少ない。 エゼ制度を取り上げた少数の研究も、 エゼの地位と植民地政策や国家政策の結び
 つきを強調するところに主眼があり、 人々との主体的な結 びつ きや植民地化以前の政治システムとの関
 連性について は否定的なもの ばかりである。
 しか し研究者たちの否定的な姿勢をよそに、エゼの地位 に対するイボ人たちの関心は非常に高い。人々
 が新しく選んだエゼの承認を政府に求める運動がイ ボラ ン ド各地で起こっている。 またエゼの地位継承
 をめ ぐる 住民たちの対立も後を絶たず、 時には死者が出る騒ぎとなる。 イ ボ社会にはもともと集権的な
 権威者がいたのだとする歴 史観まで生まれている のである。
 この様な現象はイ ボ社会だけに特有のものではない。 植民地支配者となった西欧諸国はアフリカ各地
 で 「伝統的権威」 と見な した 人々 を 「チーフ」 と呼んで地方行 政のエー ジェン トと して用いた。 さらに独
 立後のアフリカ諸国もさま ざま なかたちで 「伝統的権威」 たちを認知 し、 地方行政のなかで一定の権限を
 与えている。 その動きは特に 1990 年代に顕著となってお り、 「チーフの地位の復活」 や 「伝統的指導者の
 再起」 という言葉で論 じる研究者たちもいる。 「復活」 したチーフたちはもはや唯一無二の権威者ではな
 く、 近代国家との共存を余儀なくされている。 そのためアフリカ諸国における 「チーフの復活」 に注目す
 る研究者たちは、 国家権力とチーフの二者関係や、 それに人々を加えた三者関係に焦点を当てた分析を
 行っている。
 「チーフの復活」 に注目する際に忘れてはならないのが、 多くの研究者が指摘するとお り、 復活の舞台
 となっているアフリカ諸国は植民地国家の延長上に位置するということである。 個々の国家については
 植民地化以前からチーフが存在した社会もあれば存在しなかった社会もあるが、 いずれの場合でも国家
 の承認を受けて復活 した 「チーフ」 とは、 植民地支配のなかで創造され、 変化 してきた存在なのである。
 イ ボ社会におけるエゼの創造やその地位に対する 人々の関心の高まりは、 まさにこれらの 「チーフの復
 活」 と呼ばれる現象の一角とみなすべき現象である。
 植民地時代の 「チーフの創造」 やポス ト植民地時代の 「チーフの復活」 を論 じる研究のなかには、 これ
 まで外部権力によるとされてきた権威者の創造過程に対 して、 当該社会の人々 自身も主体的に参加 して
 いたのであり、 人々 はその結果生まれた権威者に対 してある種の正統性を与えているのだと指摘するも
 のがある。 これは非常に重要な指摘である。 この主張を受け入れるならば、 エゼやチーフの地位と植民
 地/国家 政策の結 びつ きを指摘する だけでは不十分であ り、それらの政策を人々 が どのよう に受 け止め、
 流用 しているかを分析 しなくてはならない。
 本研究ではイモ州エジニヒテ地方行政区のイ トゥ自律的共同体の事例を中心に、 イ ボ社会におけるエ
 ゼやチーフの地位の歴 史的変遷とその現在を、 国家権力との関係のみならず人々 との関係にも注目 しな
 がら考察 し、 一見すると相対立するかに見えるそれらの地位を人々が既存の非集権的な政治システムの
 なかに取り込んでいく過程を論 じる。 そ してイ ボ人たちが変わりゆく世界のなかに自らを位置づけ直す
 ための重要な媒体と して 「エゼ」 や 「チー フ」 の地位 を主体的に用いていることを明らかにする。
 本論文で用 いた資料は、 2000 年4月 から 2002 年4月 にかけて行った主調 査とその後2度にわたって行っ
 た補足調査から得たものである。 約2年にわたる主調査の最初の一年は、 ナイジェリア大学ンスカ校を
 拠点と し同大学の図書館およ びエヌ グ国立公文書セ ンターで資料収集にあたるととも に、 調査地の選定
 と予備調査を行った。 後半の一年は本論文で事例と して論 じるイトゥに拠点を移 し調査を行った。 2回
 の補足調査は、 2004年3月～ 5月 (約 L5 ヶ月 間) と 2005 年8月～ 9月 (約1 ヶ月間) に行った。
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 本論の構成
 第2章ではイ ボ社会を論 じた過去の研究をもとに、 イボラン ドの小集団の社会文化的多様性を概括す
 るとともに、 伝統的なイ ボ社会に関する言説の歴史的な変化を論 じる。 「イ ボ人」 という民族や彼らがも
 つ社会文化的な特徴に関する 人々の認識は時代のなかで変化 してきた。 多くの研究者がイ ボ社会を非集
 権的な社会の代表と して論 じているが、 当のイボ人たちのあいだには現在 「伝統的なイ ボ社会=集権的
 な社会」 とする言説が生れている。 彼らの認識の変化は、 イボ社会に関する研究史とともにナイ ジェリ
 アの政治 史やイ ボ人たちのエスノナショナリ ズムと密接な関わりがある。
 脱植民地化の過程において、 「イ ボ社会=非集権的社会」 という言説はイ ボ人たちの 「民主主義的」 な
 特徴を表すものとして肯定的に評価された。 しかしビアフラ戦争の敗北以後、 政府に対する不信感や、
 他民族に対する劣等感によって、 集権的な権威構造を持たないことが民族的な欠点と して否定的に論じ
 られるようになったのである。 今日イ ボ社会におけるエゼ制度への関心の高まりは、 このような「民族
 文化」 をめ ぐるイ ボ人たちの認識の変化と密接な関わりを持っている。
 第3章は 20 世紀初頭から 1950 年代前半までを範囲と し、 イ ギリスによる植民地政策をきっかけと して
 イボ社会に 「チーフ」と呼ばれる地位が生まれ、 定着 していった過程を考察する。 その際に特に「誰が、
 誰をチーフと呼んだのか」という問いに焦点を当てる。
 イ ボ社会に今日みられるエゼの地位は後に「委任チーフ制」 と呼ばれるよう になったイ ギリスの植民
 地政策に由来する。 この制度は、 植民地政府が 「チーフ」とみなした現地の人々に原住民裁判所の裁判員
 の委任状を渡 し、 地方行政と関わる多大な権限を与えたものである。 1929年には委任チーフたちの汚職
 と収賄を一因とする大規模な暴動が発生した。 この暴動をきっかけと して植民地政府は裁判員制度の見
 直 しを行い、 イ ボ社会の非集権性を考慮 してより小さな社会単位をもとに裁判員を指名することになっ
 た。 しか しその結果裁判員の数は急増 し、 植民地行政の非効率化を招いた。 そのため !940 年代になると
 裁判員の多くを解任 し、 裁判員の数の削減を行った。
 イ ボ社会におけるチーフやエゼの創造過程を扱った研究者が論 じているとお り、 植民地時代の裁判員
 制度をきっかけと してイボ社会に「チーフ」という概念が生まれたことは聞違いない。 しかし厳密には
 植民地政府が裁判員を指 して 「チーフ」 という 呼称を用いたのは、 1929年までのことである。 同年の暴
 動は「イ ボ社会=非集権的社会」 という 言説が生まれる大きなきっかけとなったのであり、 暴動後に植民
 地政府は裁判員をもはや「チーフ」とみなさなくなっていた。 1930年代以降、 原住民裁判所の裁判員を
 指 して 「チー フ」 と呼んだのは、 イ ギリス人行政官ではなく、 イボ人たち自身である。 さらに 1940 年代に
 なると人々は解雇された裁判員や新しく選ばれた地方議会議員、徴税官な ど、植民地政府も想定しなかっ
 た者たちに対 しても 「チーフ」という 呼称を用いるようになった。 それゆえイ ギリスの植民地政策が時
 代と共に変化するなか、 チーフの地位は絶えることなく、 イ ボ社会に存続し続けたのである。
 第4章では独立に向けた地方自治がはじまる 1950年代半ばから現代までを範囲と し、 ポス ト植民地国
 家のもとで 「チーフ」の地位が どのような変化をとげ、 現在のエゼ制度がいかに して生まれたかを明らか
 にする。 前半では第3章に引き続き、 国家政策の変化とそれに対する人々の対応を追った。 後半では今
 日のイ ボ社会で多発 しているエゼの地位をめ ぐる 人々の対立についてエジニヒテ地方行政区の事例をも
 とに分析 し、 エゼの正統性の源について考察を加えた。
 イボ人を主要な支持基盤とする政党が実権を握った東部州政府は、 当初チーフの地位を否定する立場
 を公然と示 していた。 しか し他の政党との駆け引きのため最終的にはチーフの地位を公に認める政策を
 打ち出 し、 上院と して東部州チーフ院の設立を決定した。 その結果、 植民地政府をきっかけと して生ま
 れた 「チーフ」 の地位が、 独立後も存続することになったのである。 この政策は 1966 年の軍事政権の誕
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 生まで続いた。 1970年代半ばには当時の軍事政権がチーフを公に認める政策の再開を決定 し、 1970年代
 後半には 「チーフの地位に関する規則」 を施行 した。 それによって「自律的共同体」 という行政単位ごと
 に改めてチーフが選出されることになった。 その後、 1979 年には民政移管が行われ文民政権が誕生 した
 が、 軍事政権が導入 したチーフ制を廃止しようとは しなかった。 そ して 1980 年代初頭には「イ ボ人の伝
 統や習慣、 文化により近い」 という理由から 「チー フ」 の名称を 「エゼ」 へと改めたのである。
 ポス ト植民地時代のチーフの地位をめ ぐる一連の過程に関わった主体は、 もはや創造主であるイ ギリ
 ス人ではなく、 彼らが去った後の自治政府であ り、 イボ人たち自身である。 確かに 1970 年代後半にチー
 フの地位と関わる新 しい法規を導入 したのは、 他民族が支配的な軍事政権だったが、 その後エゼヘと改
 称を決めたのはイ ボ人政治家たちによって構成された文民州政府であった。 また 1970 年代後半の法規
 の施行とともに、 人々が自分たちの選んだチーフを承認するよう 政府に求める訴えがイボラン ド各地で
 わき起こった。 その結果 1970 年代後半から 80 年代前半にかけて選ばれたチーフ (後のエゼ) の数は当初
 の予定を遥かに上回っており、 その数は現在も増加 し続けている。 さらに人々はチーフ/エゼを選出す
 るにあたり、 「戴冠式」 と呼ばれる儀式を執り行うようになり、 土着の権威制度と してチーフ/エゼの地
 位の制度化が進んだ。
 エゼの地位をめ ぐる さま ざまなコンフリク トの事例をみる と、 エゼは国家と人々の双方から正統性を
 得る必要があることがわかる。 最終的にエゼを承認する権限をもっているのは州政府であり、 政府はエ
 ゼの人選に対し大きな影響力を持っている。 しかし住民たちの支持なく して、 選ばれたエゼは自律的共
 同体で影響力を行使することはできない。 また住民たち自身が政府によるエゼの承認を求めており、 政
 府から承認を得ているエゼと得ていないエゼを区別 して認識 している。 エゼは法規の上では 「儀礼的な
 長」 という扱いにす ぎないが、 人々はエゼの地位に就いた者に政府と人々の媒介と して政治的役割を期
 待しているのである。
 第5章では各自律的共同体でエゼが組織 している評議会とそこに集う 人々について考察する。 イ ボ社
 会ではエゼが村落群内外の有力者に対 してチーフタンシー・タイ トルを呼ばれる呼称を授与する習慣が
 生まれている。 本論で事・例と して取り上げるイ トゥには植民地化以前から有力者の証となるエゼジとオ
 コンコという2つの称号制度があった。 しかし現在では人々の関心はそれら伝統的な権威の象徴からエ
 ゼが授与する権限を持つ新 しい権威の 象徴へと移行 した。
 イトゥには3種類のチーフタンシー・タイトルがある。 それぞれイチエ、 ンゼ、 チーフという、 このう
 ちイチエとンゼは、 現アナンブラ州のンリやオニチャを中心にイボラン ド北部に広く普及していた称号
 制度に由来する名称である。 ンリとオニチャは植民地化以前から集権的な権威が存在したことで知られ
 ており、 「イ ボ人の民族文化」 を論 じるうえで重要な位額づけにある。 またチーフという英語の称号名
 は植民地時代の裁判員制度に由来する。 1980 年代に法規によって 「チーフ」 から 「エゼ」 へと名称が改め
 られると、 代わってエゼが有力者に対 してチーフの称号を与える習慣が生まれたのである。
 イチエとンゼの称号は自律的共同体を構成する村々の代表に対 して贈られる称号である。 それに対し
 てチーフの称号は、 自律的共同体に対 して多大な貢献をな した者にその功績を称えた贈られた称号であ
 る。 授与の対象には、 共同体の住民のみならず、 故郷を離れ各地で生活を送るイ トゥ出身の移民たちや、
 他地域出身者も含まれる。
 人口の流動化が進む今日、 人々の社会関係は共同体内に留まらない、 なにより都市と農村の経済的格
 差が増加するなか、共同体の発展を経済的に支えることができる富者は共同体の内にではなく外にいる。
 チーフの称号は、 日常生活の大半をイ トゥ以外の地で過ごす都市居住者や、 もともと関係が希薄な他地
 域出身者がイ トゥという地に目を向けるきっかけを与える。 ゆえに称号の授与を通 して、 都市居住者や
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 他地域出身者たちと自律的共同体の間のきずなを補強、 あるいは創造することができるのである。 そし
 てエゼは称号を与える権限を持つ者と して、 共同体と内外の有力者達をつな ぐ媒介者と しての役割を果
 たすのであ り、 それによって自分自身のネットワークを拡大 し、 共同体内での自らの影響力と威信を高
 めることができる。
 第6章ではまち組合と呼 ばれる組織とエゼの評議会の関係を分析する。 まち組合は故郷を離れてナイ
 ジェリア各地で生活を送る移民たちもま じえた組織であり、 自律的共同体の自助開発を第一の目的とす
 る組織である。 イ ボ社会を 「民主主義的」 な社会と見なす研究者たちは、 チーフやエゼの地位を外部から
 輸入された異質の存在と見な して目を背 けてきた一方、 外部権力による後押 しも なく 20 世紀にイ ボ人た
 ちの間で自発的に成長 してきたまち組合については肯定的に論 じることが多かった。 組合は自助努力や
 集団達成を重ん じるイ ボ人たちの文化 的価値志向性を良く 表 した組織とされた。
 まち組合とエゼの関係については、 自律的共同体の運営をめ ぐって両者の役割が競合 し、 今日のイボ
 社会において問題化 していることが指摘されている。 それに対し第6章では、 一見対立するかに見える
 エゼの評議会とまち組合の相互依存の関係を明らかにする。
 まち組合が第一の活動目的とする開発計画を進める際には自律的共同体内外の有力者のちからを借り
 る必要がある。 開発組合の中央役員たちは、 経済的な理由のみならず、 政治的な理由からも彼らとの結
 びつきを求める。 しかしまち組合には、 有力者たちが援助を行うモチベーションとなるよう な何かが足
 りない。 まち組合に集う人々は、 あくまで彼ら個々人の自発的な意志で参加 している。 そのような自発
 的な意志を持たない有力者たちに対 して参加を強制することもできなければ、 故郷の開発に力を貸そう
 という気にさせる力も持たないのである。 他方、エゼにはそれがある。 持つ者に名声や威信を与えるチー
 フタンシー・タイトルは自律的共同体内外の有力者たちをイ トゥに惹きつける。 故郷への関心が薄い都
 市居住者との関係を補強 し、 もともとイ トゥと関係を持たない他地域出身者との関係を創造することが
 できるのである。
 以上の点を考慮すれば、 一見すると対立関係にあるかに映るエゼの評議会とまち組合の問に、 持ちつ
 持たれつの協力関係があることがわかる。 エゼは共同体内外の有力者たちにエゼ制度の称号を与えて彼
 らと共同体の問に結 びつきを構築する。 開発組合の中央役員会は結 びつきが生まれた有力者たちの経済
 的、 政治的な影響力を自助計画のために利用する。 同時にエゼに対 しては住民たちの代表と して名誉や
 威信を与えるのである。
 結論のまとめ
 植民地化以前に集権的な政治シス テム を持っていた一部の集団をのぞけば、 イ ボ社会に今日みられる
 エゼの地位は後に 「委任チーフ制」 と呼ばれるようになったイ ギリスの植民地政策に由来することは間
 違いない。 エゼは 1981年に州政府が名称を改めるまで「チーフ」 と呼ばれていたが、 この言葉はもとも
 と植民地時代初期にイ ギリス人行政官が原住民裁判所の裁判員に対 して用いた呼称である。
 しか し本研究を通 して明らかになったことは、 チーフやエゼの創造過程におけるイ ボ人たち自身の創
 造性であ り、 従属的な立場に置かれた人々の主体性である。 イ ボ人たちはただ植民地国家やポス ト植民
 地国家に対 して従属する存在なのではなく、 押 しつけられた制度を自らのなかに取り込み、 読み替える
 豊な創造性を発揮 したのである。
 イボ人たちはエゼを 「キング」 あるいは「トラディッショナル・ルーラー」 と英訳 し、 「ヒズ・ロイヤル・
 ハイネス」と呼びかける。 しかし各自律的共同体におけるエゼの位置づけや役割に注目すると、 集権的
 な権威者とははるかにかけ離れたエゼやチーフの姿が浮か び上 がっ てくる。 チーフの地位 が生まれた当
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 初の一時期を除けば、 各地縁集団にはチーフと呼ばれる人々が常に多数いたのであり、 ただ一人の権威
 者と して存在 したことはない。 またエゼはチーフタンシー・タイ トルを授けた 人々 とともに「 トラ ディ ッ
 ショナル・ルーラー」 と しての役割を果た している。 イ トゥにおけるエゼの影響力は彼らタイ トル・ホ
 ルダーたちとの紐帯を前提と して導き出されるのであり、 エゼという地位のみによって一方的に定めら
 れた権力ではない。 そ してエゼの決定も、 彼の評議会の決定も、 それを不服とする住民たちに対 しては
 何の強制力も持たないのである。
 イ ボ社会には植民地化以前からさま ざまな称号制度が存在 した。 イ ボ社会において称号を手にするこ
 とは、 経済的に成功 した者が社会的な承認を勝ち取り、 村のなかでの影響力を高めるための重要な手段
 の一つだった。 そ して植民地化とともに既存の称号制度に代わって人々の関心を集めるようになったの
 が「チーフ」の地位であり、 後のエゼやタイトル・ホルダーの地位である。 したがってチーフや後のエゼ
 の創造によって変化したのはイ ボ社会の権威構造ではなく、 有力者の証となる権威の表現形である。 イ
 ボ人たちは既存の称号制度との関わりからチーフやエゼの地位を理解したのであり、 非集権的な権威構
 造のなかにそれらの地位を取り込まれたという ほう が正 しいであろう。
 アフリカ諸国における 「チーフの復活」の注目する研究者たちは、 チーフを国家と人々の間を取り持つ
 「つな ぐ者」 と して論 じてきた。 チーフは彼の領土内の人々の代表と して国家に正統性を与える存在で
 あり、 同時に国家に対 して人々の利益を代弁 し要求する存在でもある。
 イボ人たちがエゼの地位を国家と結 びつけて認識 していることは、 以下の2点からもわかる。 第一に
 彼らが自律的共同体の分割を求める理由である。 人々は自律的共同体を分割 しエゼの数を増やせばそれ
 だけ政府への発言力も大きくなると考えている。 エゼは政府から「文化の守護者」 や 「儀礼的な長」 とし
 か位置づけられていないが、 実際には政治的な影響力を持つと考えているのである。 そ して第二に人々
 が政府の承認を受けたエゼと受けていないエゼを区別 して点である。 政府からの承認そのものが、 人々
 がエゼに対 して正統性を与える 理由の一つとなっているのである。
 しかし各自律的共同体においてエゼが 「つな ぐ者」 と しての役割を務めるのは国家権力と人々のあい
 だだけではない。 エゼたちは彼らのみが与える権限を持つ称号の授与を通して、 出身地にかかわらず共
 同体の外にいる有力者たちと人々 のあいだに結 びつきを構築 し、 再構築することができる。 称号の受領
 者は必ずしも 国家権力と関係 を持つ 人々 だけではない。 より広い意味での 「外の世 界」 と人々を 「つな ぐ
 者」 の役割こそイ ボ人たちが自分たちの「トラ ディ ッショナル・ルーラー」 であるエゼに対 して求めてい
 るものなのである。
 本論で事例と して取り上 げたイ トゥ においてチーフタンシー・タイ トルは新しく創造された称号であ
 り、 その歴史は 30年にも満たない。 そ してその名称には他地域に由来するもの (イチエ/ンゼ) や英語
 名 (チーフ) が用いられている。 これらの事実は称号のいわゆる 「伝統」 という扱いを否定 し、 称号が持
 つ象徴的価値観を減 じているかに見える。 しか し現実はむ しろ逆である。 イボラン ドのなかでも有名な
 ンリやオニチャと結 びつきを持つ称号名や他民族に広く見られる英語の称号名を用いることで、 称号は
 イ トゥのコンテクス トを離れても損なわれることのないより普遍的な象徴的価値を持つ。 ゆえに居住地
 や出身地に関わらず外の世界の人々を惹きつけることができるのであり、 特にチーフの称号はナイ ジェ
 リアにおいて民族の壁を越えて交換可能な象徴財となるのである。
 20 世紀の社会変動はイ ボ人たちの世界に対する認識 を広 げた だけではな く、 自己に対する認識も大き
 く変化させた。 イ トゥの人々は「イ トゥ人」 であると同時に、 「イ ボ人」 であ り、 「ナイ ジェリア人」 なの
 である。 その点を考慮すれば、 彼らの「トラディッショナル・ルーラー」 であるエゼが「イ ボ民族を代表
 する称号」 と見なされたイチエやンゼの称号を授与することや、 「アフリカの伝統的権威」 を表すとされ
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 るチーフの称号を授与することは間違ったことではない。 それらの称号は「イ ボ人」 であり、 「ナイ ジェ
 リア人」 である自分たちの一部なのである。 エゼやチーフの地位は新 しいアイデンティティの生成とと
 もに、 彼ら自身の 「伝統」 のなかに組み込まれていったのである。
 した がって国家と人々の双方から「トラ ディ ショナル・ ルーラー」 と呼ばれるイ トゥのエゼはさま ざま
 な 「伝統」 を身にまとっている。 それは「イ トゥの伝統」 であ り、 「イ ボ人の伝統」 であり、 「アフリカ人
 の伝統」 である。 それらの 「伝統」 は 「チーフの復活」 を論 じる研究者の言葉にある通り、 イ トゥの人々 に
 とって過去に属するものではなく現在や未来と関わるものである。 そ して広がりゆく世界のなかで、 イ
 トゥの内とともに外と結 び付くものでもある。 重なる部分はあるけれ ども異なる部分も多いいくつかの
 「伝統」 を映 し出すからこそ、 植民地化以前から存在する権威制度にはない象徴的価値を持ちうるのであ
 り、 エゼが 「つな ぐ者」 という役割を果たすことを可能にするのである。
 論文審査結果の要旨
 本論文はナイ ジェリアのイ ボ社会における権威者たちの歴 史的変遷とその現在 を、 20 世紀初頭に始ま
 る植民地統治の歴史と独立後の国家政策の変遷、 そ して現在の地域社会の状況をつきあわせ、 「チーフ」
 や「伝統的権威者」を地方管理のエージェントとして用いた植民地/国家政策が非集権的社会に与えた
 影響とそれに対する人々の対応という視点から考察 したものである。 本研究の基礎となる資料は、 2000
 年4月 から 2002 年4月までの2年間にわたる現地調査、 およ びその後2度 (合わせて2 ヶ月 半) の補充調
 査によって収集 したものである。
 ナイ ジェリアの三大民族の一つであるイ ボ人の社会は、 これまでの研究では非集権的で 「民主主義的」
 な社会の例として論じられてきた。 しかし現在では各地域に 「エゼ」 (killg あるいは tradltiollal ruler と英
 訳される) や 「チーフ」 と呼ばれる 多数の人々 がお り、 その地位をめ ぐっ て様々 な活動 がくりひろ げられ
 ている。 さらにイ ボ社会にはもともと集権的な権威者がいたのだとする歴史観までもが生まれている。
 従来のナイジェリア研究/イ ボ社会研究では、 これらの地位は植民地政府が地方社会管理のためにイ
 ボ社会の特徴を無視 して導入 したものに起源 し、 イ ボ社会にとっては異質なものだとする見解が主流で
 あった。
 植民地政府が 「伝統的権威者」 とみな した人々 を地方行政のエージェン トと して用いることは、 ナイ
 ジェリアのみならずアフリカ各地で行われたが、 独立後の諸国家もさま ざまなかたちで 「伝統的権威者」
 たちを認知 し、 地方行政のなかで一定の権限を与えてきた。 その動きは特に 1990年代に顕著になり、 そ
 れを 「チーフの復活」 や 「伝統的指導者の再起」 という言葉で論 じる研究者たちもいる。 また植民地時代
 における 「チーフの創造」 やポス ト植民地時代の 「チーフの復活」 を論 じる研究の中には、 従来は外部権
 力によるとされてきた権威者の創造過程に対 して、 当該社会の人々もそこに主体的に参加 していたのだ
 とするものが現れ始めている。 本研究はそのような動向を視野にいれながら、 イ ボ社会におけるエゼや
 チーフの地位と植民地/国家政策の結 びつきに加えて、 人々がそれらの政策を どのように受け」.ヒめ、 主
 体的に流用 しているかという側面に焦点をあてて分析を行った。
 第1章では、 問題設定に続いてアフリカ諸社会のチーフおよびイ ボ社会のエゼやチーフに関する先行
 研究をレビューして理論的背景を整理 し、 現地調査の経緯と調査地の概要を提示 した。
 第2章では、 イボ人という民族意識の生成と伝統的社会についての二つの対立する言説に注目 しつつ、
 本論文の中心課題である権威者のあり方を考察するための背景と してイ ボ社会を概観した。 今日イ ボラ
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 ン ドと呼ばれている地域は、 植民地化以前には多様な社会を含み、 ごく一部にではあるが王制と呼ぶべ
 き制度を持つ地域もあった。 ところが植民地下でイ ボ人という一つの民族意識が生 じる過程で、 イ ボ社
 会は非集権的で民主的だという通説が生 じた。 しか し独立後に ビアフラ戦争 (1960年代) という内戦を
 経た後、 各地にエゼやチーフと呼ばれる権威者が登場した。 この権威者たちの起源と現状を分析するこ
 とが本論文の具体的課題と して提示される。
 第3章では植民地期におけるチーフの地位の誕生と定着過程が検討される。 アフリカ諸社会の有力者
 たちを植民地支配のエージェントと して用いる間接統治方式を採用 したイ ギリス政府は、 イボラン ドに
 おいても現地の有力者と見な した人々 (地域毎に一 人) を原住民裁判所の裁判員に委任 し、 彼をチーフ
 と呼ぶとともに、 行政に関わる多大な権限を付与 した。 しかし委任チーフの汚職と収賄を一因とする暴
 動が発生 したのを期に、 1930 年代の初めに裁判員制度の見直しを行った。 植民地政府の側に、 一人の個
 人に多大な権限を付与するということが伝統的イ ボ社会のあり方にそ ぐわないという理解が生まれてい
 たからである。 以後、 植民地政府は裁判員に任命した者をチーフとは見なさなくなった。 またこの後、
 イボ社会は全体が非集権的だという言説が生まれた。 しか し今度はイ ボ人たち自身が様々な有力者たち
 (複数) をチーフと呼ぶようになった。 チーフの呼称を用いる主体の転換が起こったのである。
 第4章では地方自治の始まる 1950年代から独立後の現代までの範囲で、 国家政策とチーフの地位の変
 遷をた どっ た。 東部州政府の政権を握ったのは“非集権的/民主的" と言われるよう になっていたイ ボ
 人を支持基盤とする政党だった。 この政党は当初チーフの地位を否定する立場を取ったが、 他の政党と
 の駆け引きのために最終的には上院と して東部州チーフ院を設置することに した。 チーフの地位は、 ナ
 イ ジェリアの他の諸州におけると同様に、 東部州においても政府の政策によって認知されたのである。
 1970 年代末には行政単位毎に1名のチーフを選出することが法的に定められたが、 多くの地域社会では
 それに先だって自発的にチーフの選出が行われていた。 1980年代には「イ ボ人の伝統や習慣、 文化によ
 り近い」という 理由で「チー フ」の名称 がイ ボ語の「エゼ」に変更された。地域社会の人々は選出されたチー
 フ (後にはエゼ) の就任にあたって 「戴冠式」 という儀礼を執り行うようにな り、 土着の権威制度と して
 チーフ/エゼの地位の制度化が進んだ。
 以上の歴 史的考察によって、 植民地政府が 「現地にはチーフと呼ぶべき権威者がいる」 という 誤っ た前
 提で導入 したチーフという地位/肩書きが次第にイ ボ社会に受け入れられ、 有力者を指す新たな呼称と
 して流用され、 やがて法的にも裏付けされた 「土着の権威制度」 と して定着 してくる過程が明らかにされ
 た。
 第5章はイトゥという一つの地域社会の事例に基づいて、 称号授与の慣習に目を向ける。 植民地化以
 前のイボラン ドには、 社会的に有力者として認められた人々が手にする伝統的称号制度があった。 これ
 が植民地下においてイ ボ人たち自身が有力者をチーフと呼ぶようになる文脈を構成 していたと見ること
 ができる。 1970 年代の法律では「法的根拠のあるチー フ」は一つの行政単位に一人と 限定された。 イ トゥ
 を構成する村々の代表者たちからなる委員会によって選出されたチーフ (後にエゼ) は、 自分を選任 した
 委員会のメ ンバーたちに Khlg Maker という称号を授与 し、 彼らと共に評議会を構成して地域社会の運
 営に当たることになった。 チーフ/エゼは地域の有力者の トッ プではあるが、 単独の権力者ではなかっ
 た。 80 年代にはいるころからは評議会の影響力を拡大するために新たな称号を設定 して地域に功労の
 あった人々 に授与 し、彼らを評議会のメ ンバーに加えるようになった。 授与される称号は一括 して “チー
 フタンシー・タイ トル" と呼ばれるようになった。 称号の種類と名称は変わったが、 有力者たちが合議し
 て地域を運営する体制は伝統的なものを引き継いでいる。
 80年代にチーフがエゼに改称されたあと、 エゼはイ トゥの外へ転出して成功 した人々やそれまでイ
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 トゥとは何 ら関係を持っていなかったよう な人々 1に 対 して"チー フ"という称号を授与するようになって
 いった。 こう してチーフはエゼが授与するチーフタンシー・タイ トルの一つになった。 称号はそれを持
 つ者に名誉と威信を与える。 エゼは称号の授与を通 じて、 都市へ移住 していった人々や他地域出身者と
 イ トゥの地域を繋 ぐ媒介者と しての役割を果たすよう になっていっ た。
 第6章ではまち組合と呼ばれる組織とエゼの評議会の関係に焦点をあてる。 まち組合とは都市に移住
 した同郷者たちが相互扶助のために結成 した組織だが、 後に同 じ地域の出身者たちが各地の都市で結成
 したまち組合が連合して郷里の自助開発に乗り出し、 これを通じて地域社会の運営に積極的な役割を果
 たすようになった。 イ ボ社会を 「民主主義的」 とする従来の見方では、 チーフ/エゼは外部から導入され
 た異質な制度と して否定的に論じられる一方、 イ ボ社会の内部から自発的に成長 してきたまち組合は自
 助努力や集団達成というイボ人の文化的価値指向性を表すものと して肯定的に論じられてきた。 まち組
 合とエゼの関係については、 地域社会の運営をめ ぐって両者が競合 しあうことが問題であると指摘され
 てきた。 これに対して本章では両者の相互補完的役割関係に目が向けられる。
 まち組合は地域の開発計画をたて、 推進する。 しかし都市と農村の経済格差の増大によって地域社会
 の発展のための経済的支援を内部に求められない状況において、 まち組合が開発計画を有効に進めるた
 めには外部からの寄付等が必要である。 また直面する様々な障害を解決するためにも外部の有力者の力
 を借りる必要がある。 称号の授与を通して故郷への関心が薄れがちな都市移住者との関係を補強 し、 あ
 るいはもともとイ トゥと関係を持たない外部者との間に関係を創造するという 媒介者と してのエゼの役
 割がここで意味を持つことになる。 このような役割を果たすことのできる有力者だからこそ、 地域住民
 はエゼを尊重するのである。
 第7章 「結論」 では以上の議論を総括する。 今日のエゼの地位の淵源は植民地時代初期にイ ギリス人行
 政官が原住民裁判所の裁判員に用いたチーフという呼称にある。 しかし本論を通 じて明らかにされたこ
 とは、 当初外部から押 しつけられた制度を自らの社会体制のなかに取り込み、 創造的に流用 してきたイ
 ボ人の主体的いとなみである。 その問にエゼは、 ナイジェリア国家の一部となったイボ社会の 「伝統的
 権威」 と して外部社会からも正統性を認められるよう になった。 イ ボ社会の平等主義的価値観を基本的
 に維持 しつつ、 対外的に新 しい役割を果たす現代の有力者の姿がそこにある。
 権威者の政治的側面のみならず、 経済的・宗教的側面も含めたより総合的な考察など、 今後の課題と
 して残されたものは少なくない。 しかし本論文は、 日本における最初の本格的なイ ボ社会民族誌である
 とともに、 これまで平等主義的と論 じられてきた社会に出現 した権威者のあり方についての従来とは異
 なる見方を提起することによって、 アフリカの政治人類学一般に新 しい知見をもたら したということが
 できる。
 よって本論文の提出者は博士 (文学) の学位を授与される に十分な資格を有するものと認められる。
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